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從學習者的觀點來看「 N な ら で は」與「 N を お い

て」：兼論中文「只有」與「除了」  

 

林 恆 立  

靜 宜 大 學 日 本 語 文 學 系 助 理 教 授  

 

摘 要  

 

根 據 本 校 日 語 語 法 課 程 採 用 的 教 科 書 （ 友 松 ・ 宮 本 ・ 和 栗

著 （ 2 0 1 0）『 改 訂 版  適 時 適 所 日 本 語 表 現 句 型 5 0 0』） 的 分 類 ，

「 ～ な ら で は 」與「 ～ を お い て 」兩 者 ，皆 表 達「 限 定 」。前 者

用 於 「 除 了 〜 以 外 不 可 能 ， 只 有 〜 才 可 以 做 到 」 等 佩 服 某 人 時

的 說 法 」（ p . 6 4，中 文 由 筆 者 翻 譯 ），後 者 用 於「 表 達 〜 以 外 就 沒

有 了 」 或 「 沒 有 其 他 人 事 物 可 以 和 其 匹 配 ， 給 予 其 高 度 評 價 」

（ p . 6 4，中 文 由 筆 者 翻 譯 ）。若 將 該 書 中 的 日 文 例 句 分 別 翻 譯 成

「 只 有 」「 除 了 」等 中 文 句 型 來 解 說，兩 者 的 相 似 度 顯 得 更 高，

因 此 常 有 學 習 者 表 示 不 懂 兩 者 之 間 的 差 異 。 為 提 供 更 加 易 懂 的

解 說 並 且 作 出 更 為 明 確 的 區 分 ， 筆 者 認 為 兩 者 有 一 起 對 比 分 析

之 必 要 。 本 文 透 過 實 際 例 句 ， 從 「 限 定 」「 雙 重 否 定 」「 讚 賞 」

「 推 薦 」等 概 念 重 新 考 察 後 ，整 理 出「 N な ら で は（ V な い N ）」

與 「 N を お い て （ ほ か に な い ）」 的 相 似 與 差 異 。  

 

關 鍵 詞 ： N な ら で は ， N を お い て ， 限 定 ， 讚 賞 ， 推 薦  

 

 

受 理 日 期 ： 2 0 2 5 年 0 3 月 1 0 日  

通 過 日 期 ： 2 0 2 5 年 0 6 月 0 6 日  

                   D O I： 1 0 . 2 9 7 5 8 / T W RY J Y S B . 2 0 2 5 0 6 _ ( 4 4 ) . 0 0 0 9  
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“N な ら で は ”  and  “N に お い て ”:  Com pare  to  “只有 ”  
and  “除了 ”  Based  on  Learners '  Perspec t ives  

 
L i n ,  H e n g - l i  

A s s i s t a n t  P r o f e s s o r ,  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e  L a n g u a g e  a n d  

L i t e r a t u r e ,  P r o v i d e n c e  U n i v e r s i t y  

 
A b s t r a c t  

 

A c c o r d i n g  t o  “ R e v i s e d  E d i t i o n  o f  5 0 0  E s s e n t i a l  J a p a n e s e  

E x p r e s s i o n s :  A G u i d e  t o  C o r r e c t  U s a g e  o f  K e y  S e n t e n c e  P a t t e r n s ”  

b y  To m o m a t s u ,  M i y a m o t o ,  a n d  Wa g u r i  ( 2 0 1 0 ) ,  b o t h  o f  “～ な ら

で は ”  a n d  “ ～ を お い て ”  h a v e  “ t h e  u s a g e  a n d  m e a n i n g  o f  

l i m i t a t i o n s ” .   “～ な ら で は ”  i s  u s e d  f o r  e x p r e s s i n g  a  s p e a k e r  o r  

a  w r i t e r ’s  a d m i r a t i o n ,  a n d  i t  m e a n s  “ w i t h o u t  s o m e o n e / s o m e t h i n g ,  

i t  i s  i m p o s s i b l e ,  o n l y  s o m e o n e / s o m e t h i n g  c a n … ”  ( p . 6 4 ) .   “～ を

お い て ”  i s  u s e d  f o r  g i v i n g  s o m e o n e / s o m e t h i n g  a  g o o d  e v a l u a t i o n ,  

a n d  i t  m e a n s  “ e x c e p t  f o r  s o m e o n e / s o m e t h i n g ,  n o  o n e  o r  n o t h i n g  

c a n  b e  c o m p a r e d  t o  h i m / h e r / i t ”  ( p . 6 4 ) .   I n  C h i n e s e  t r a n s l a t i o n ,  

t h e  s i m i l a r i t i e s  b e t w e e n  t h e  t w o  s e n t e n c e s  b e c o m e  e v e n  m o r e  

o b v i o u s .   I n  o r d e r  t o  p r o v i d e  t h e  l e a r n e r s  a  b e t t e r  e x p l a n a t i o n  

a n d  a  c l e a r e r  w a y  t o  u s e  t h e m ,  i n  t h i s  p a p e r ,  I  a n a l y z e d  s o m e  

a c t u a l  e x a m p l e  s e n t e n c e s ,  r e c o n s i d e r i n g  s o m e  c o n c e p t s  s u c h  a s  

“ l i m i t a t i o n ” ,  “ d o u b l e  n e g a t i o n ” ,  “ p r a i s e ” ,  a n d  “ r e c o m m e n d ”  f o r  

s o r t i n g  o u t  t h e  s i m i l a r i t i e s  a n d  d i f f e r e n c e s  b e t w e e n  “ N な ら で は

（ V な い N） ”  a n d  “ N を お い て （ ほ か に な い ） ” .  

 

K e y w o r d s : “ N な ら で は ” ,   “ N を お い て ” ,  l i m i t a t i o n s ,  p r a i s e ,   

      r e c o m m e n d  
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学 習 者 視 点 で 見 た 「 N な ら で は 」 と 「 N を お い て 」  
― 中 国 語 の 「只有」「除了」 を 交 え て ―  

 

林 恒 立  

静 宜 大 学 外 国 語 学 部 日 本 語 学 科 助 理 教 授  

 

要 旨  

 

 友 松 ・ 宮 本 ・ 和 栗 著 （ 2 0 1 0）『 改 訂 版  ど ん な と き ど う 使 う

日 本 語 表 現 文 型 5 0 0』の 分 類 に よ れ ば 、「 ～ な ら で は 」と「 ～

を お い て 」は 、い ず れ も「 限 定 」を 表 す 。前 者 は「『 ～ 以 外 で

は 不 可 能 だ 、 た だ ～ だ け が で き る 』 と 感 心 す る と き の 言 い 方

（ p . 6 4）」で あ り 、後 者 は「『 ～ 以 外 に な い 』と 言 い た い と き に

使 う 。 そ れ と 比 較 で き る ほ ど の も の は ほ か に な い と 高 く 評 価

す る と き に 使 う（ p . 6 4）」と 解 説 さ れ て い る 。記 載 さ れ て い る

日 本 語 の 例 文 を 授 業 で 中 国 語 に 訳 し て 説 明 し て も 、「 只 有 」と

「 除 了 」 で は 意 味 が 似 て お り 、 両 文 型 の 類 似 性 が さ ら に 際 立

つ こ と に な る 。 そ の た め 、「 両 文 型 の 違 い が よ く 分 か ら な い 」

と 疑 問 を 呈 す る 学 習 者 に し ば し ば 遭 遇 す る 。 本 稿 で は 、 分 か

り や す い 解 説 と 明 確 な 使 い 分 け を 求 め る べ く 、 あ え て 両 文 型

を 同 列 に 考 察 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。実 際 の 例 文 に 即 し て 、

「 限 定 」「 二 重 否 定 」「 褒 め 」「 薦 め 」 な ど の 概 念 か ら 再 考 し 、

「 N な ら で は（ V な い N）」と「 N を お い て（ ほ か に な い ）」の

類 似 点 と 相 違 点 を 整 理 し た 。  

 

キ ー ワ ー ド ： N な ら で は 、 N を お い て 、 限 定 、 褒 め 、 薦 め  
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学 習 者 視 点 で 見 た 「 N な ら で は 」 と 「 N を お い て 」  

― 中 国 語 の 「只有」「除了」 を 交 え て ―  

 

林 恒 立  

静 宜 大 学 外 国 語 学 部 日 本 語 学 科 助 理 教 授  

 

1 .  問 題 の 所 在  

本 学 学 部 二 年 次 の 必 修 科 目「 日 語 語 法（ 二 ）」お よ び「 日 語

語 法 （ 三 ）」 の 共 通 指 定 教 科 書 『 改 訂 版  ど ん な と き ど う 使 う

日 本 語 表 現 文 型 5 0 0』（ 友 松・宮 本・和 栗 2 0 1 0：6 4）に よ れ ば 、

「 ～ な ら で は 」（ 以 下 、「 N な ら で は 」）と「 ～ を お い て（ ほ か

に な い ）」（ 以 下 、「 N を お い て 」） は い ず れ も 「 限 定 」 を 表 す

意 味・用 法 が あ る と い う 。前 者 の「 N な ら で は 」は「『 ～ 以 外

で は 不 可 能 だ 、 た だ ～ だ け が で き る 』 と 感 心 す る と き の 言 い

方（ p . 6 4）」で あ り（ 例 文 1 a - 1 c に 示 す ）、一 方 、後 者 の「 N を

お い て 」 は 「『 ～ 以 外 に な い 』 と 言 い た い と き に 使 う 。『 そ れ

と 比 較 で き る ほ ど の も の は ほ か に な い 』（ p . 6 4）」 と の 記 述 が

あ る （ 例 文 2 a - 2 c に 示 す ）。  

( 1 )    a .  こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ が あ る 。 

b .  そ の 買 い 物 袋 、 す て き で す ね 。 手 作 り な ら で は の  

温 か み が あ り ま す ね 。  

c .  こ れ は お も し ろ い 発 想 を す る 山 本 さ ん な ら で は の  

作 品 だ と 思 い ま す 。  

( 2 )  a .  こ の 仕 事 を や れ る 人 は あ な た を お い て ほ か に い な い  

と 思 い ま す 。  

b .  現 代 小 説 を 知 り た い な ら 、 読 む べ き 本 は こ の 作 品 を  

お い て ほ か に な い 。  

c .  み な さ ん 、 彼 を お い て こ の 国 を 任 せ ら れ る 人 は い ま  

せ ん 。（ 後 略 ）  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 に お け る 例 文 ）  
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こ こ で は 、 三 つ の 問 題 点 を 提 起 す る 。  

ま ず 、 一 つ 目 の 問 題 点 で あ る 。 こ れ は 学 習 者 か ら の 質 問 で

も あ る 。 例 文 （ 1 a） の 「 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ 」

と い う 文 に お い て 、な ぜ「 N な ら で は 」の 直 後 に「 表 せ な い 」

と い う 動 詞 の 否 定 形 が 後 続 す る の で あ っ て 、「 *子 ど も な ら で

は 表 せ る 無 邪 気 さ 」 で は な い の か と い う 点 で あ る 。 前 掲 書 に

よ れ ば 、「 ～ な ら で は 」は「 ～ で な け れ ば 不 可 能 だ 」に 言 い 換

え ら れ る 。 し か し 、 そ の 通 り に 書 き 換 え る と 「 子 ど も で な け

れ ば 不 可 能 な 無 邪 気 さ 」 に な り 、 自 然 な 文 か は 別 の 議 論 と し

て 、「（ で な け れ ば ） 不 可 能 だ 」 の 部 分 は肯定 形 ま た は 否 定 形

を 用 い る べ き か 、学 習 者 に さ ら に詳細に 解 説 す る 必 要 が あ る 。

そ の た め 、 例 文 （ 1 a） を最初の 例 文 と し て 提 示 ・紹介す る の

で は な く 、最後 の 例 文 に す る 必 要 が あ る の で は な い か と い う

こ と で あ る 。  

次 に 、二 つ 目 の 問 題 点 で あ る 。友 松・宮 本・和 栗 著（ 2 0 1 0）

『 改 訂 版  ど ん な と き ど う 使 う 日 本 語 表 現 文 型 5 0 0』） に は 、

「 N な ら で は 」は「『 ～ 以 外 で は 不 可 能 だ 、た だ ～ だ け が で き

る 』と 感 心 す る と き の 言 い 方（ p . 6 4）」と の 解 説 が あ り 、「 N を

お い て 」 は 「『 ～ 以 外 に な い 』 と 言 い た い と き に 使 う 。『 そ れ

と 比 較 で き る ほ ど の も の は ほ か に な い 』（ p . 6 4）」 と の 解 説 が

あ る も の の 、「 N な ら で は 」 の 「 感 心 す る 」 と 「 N を お い て 」

の 「 高 く 評 価 す る 」 の具体的な 違 い に つ い て は 、詳細な 説 明

が な さ れ て い な い 。  

そ し て 、 三 つ 目 の 問 題 点 で あ る 。 教 科 書 に お け る 日 本 語 の

各例 文 を 学 習 者 の母語 に翻訳 し て 説 明 し た場合、 つ ま り 文 法

訳 読 法 で生じる 問 題 で あ る 。筆者 の場合、111 年度一 学期（ 2 0 2 2

年秋） ま で は 教 科 書 に沿っ て各例 文 の構造を 分 解 し て 意 味 を

口頭で 説 明 す る だ け だ っ た が 、 11 2 年度一 学期（ 2 0 2 3 年秋）

の 授 業 か ら 、 下 記 例 文（ 3 a - 4 c）の よ う に 、口頭で の 説 明 に加

え て 、スライド に各例 文 の 直 後 に 中 文 訳 を 提 示 す る よ う に し
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て い る 1。  

( 3 )   a .  こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ が あ る 。 

這 幅 畫 裡 有 著 一 份 只 有 小 孩 子 才 表 達 得 出 的 天 真 無  

邪 。  

b .  そ の 買 い 物 袋 、 す て き で す ね 。 手 作 り な ら で は の  

温 か み が あ り ま す ね 。  

你 的 購 物 袋 ， 真 好 看 呢 。 有 著 一 種 只 有 手 工 品 才 有 的  

溫 暖 呢 。  

c .  こ れ は お も し ろ い 発 想 を す る 山 本 さ ん な ら で は の  

作 品 だ と 思 い ま す 。  

這 是 只 有 總 能 想 出 有 趣 點 子 的 山 本 先 生 才 創 作 得 出 來  

的 作 品 。  

( 4 )   a .  こ の 仕 事 を や れ る 人 は あ な た を お い て ほ か に い な い  

と 思 い ま す 。  

能 夠 勝 任 這 份 工 作 的 除 了 你 之 外 沒 有 其 他 人 了 。  

b .  現 代 小 説 を 知 り た い な ら 、 読 む べ き 本 は こ の 作 品 を  

お い て ほ か に な い 。  

想 了 解 現 代 小 說 的 話 ， 除 了 讀 這 本 書 之 外 別 無 他 法 。  

c .  み な さ ん 、 彼 を お い て こ の 国 を 任 せ ら れ る 人 は い ま  

せ ん 。（ 後 略 ）  

各 位 ， 除 了 他 之 外 ， 沒 有 其 他 可 以 託 付 國 家 的 人 了 。  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 の 例 文 に基づい て翻訳 ）  

と こ ろ が 、中 文 訳 の「 只 有 」「 除 了 」の 意 味 が 似 て い る た め

か 、「 N な ら で は 」と「 N を お い て 」の 類 似度の 高 さ を か え っ

て 際 立 た せ る こ と に な り 、当日 の 授 業 後 の 学 習シートの 自由

記 述欄で 「（ 両 者 の ） 違 い が よ く 分 か ら な い 」「 も っ と 解 説 し

 
1  友 松・宮 本・和 栗 著（ 2 0 1 0）『 改 訂 版  適 時 適 所 日 本 語 表 現 文 型 5 0 0 中・
上 級 』（ 大 新 書 局 ） に は 、 各 例 文 の 直 後 に 中 国 語 訳 は つ い て い な い 。

一 方 、友 松・宮 本・和 栗 著（ 2 0 1 5）『 改 訂 版  適 時 適 所 日 本 語 表 現 文 型
2 0 0  初 ・ 中 級 』（ 大 新 書 局 ） に は 、 各 例 文 の 直 後 に 中 国 語 訳 は つ い て
い る 。  
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て ほ し い 」 と 疑 問 を 呈 す る 学 習 者 が数名い た 。  

「 N な ら で は 」 と 「 N を お い て 」 の よ り 明 確 な 使 い 分 け と

学 習 者 に と っ て 分 か り や す い 解 説 を 求 め る べ く 、 本 稿 で は 両

文 型 を あ え て 同 列 に 考 察 す る 必 要 が あ る と 考 え 、 実 際 の 例 文

を選び「 限 定 」「 否 定 」な ど の 概 念 か ら 分析・対照す る と と も

に 、 さ ら に 中 国 語 の 「 只 有 」「 除 了 」 を交え て 、 再 考 す る 。  

 

2 .  先行研究  

2 . 1 .「 N な ら で は 」 の基本的意 味 ・ 用 法  

「 な ら で は 」 の 意 味 ・ 用 法 を単独で取り 上げ、 日 本 語史・

文 法史の観点 で古代 語 か ら 現 代 語 ま で の歴史的な機能変化を

詳細に 議 論 し た の が 宮地（ 2 0 2 2） で あ る 。 そ の た め 、 本節で

は 宮地（ 2 0 2 2） の 要 点 を 整 理 し 、 議 論 を進め る 。  

宮地（ 2 0 2 2）に よ る と 、現 代 語 の「 な ら で は 」は「名詞 x に

後接し て 、あ る特性・特徴 y に つ い て 、x に独自 の も の 、唯一

的 な も の と 位 置 づ け 、『 y は x 特 有 で あ る 』 と い っ た 意 味

（ p . 2 2 7）」を 表 す 。現 在 、主に連体句「［ x な ら で は の y］句」、

「（ y は ）［ x な ら で は 。］述 語句」の 2 大 用 法 が あ る（ 例 文 5 a -

b に 示 す ）。  

( 5 )  a .  海 x な ら で は の開放感 y  

b .  こ の見方 y は専門家 x な ら で は だ 。  

（ 以 上 、 宮地 2 0 2 2： 2 2 7 よ り引用 ）  

2 . 1 . 1 .「 N な ら で は 」 と 否 定  

「 な ら で は 」 は 本来、 助 動 詞 「 な り 」 の未然 形 「 な ら 」 の

後 ろ に 否 定 助 動 詞 「 ず 」 と 助 詞 「 て 」 が つ い て 、「 な ら ず て 」

か ら 「 な ら で 」へと短縮し 、係助 詞 「 は 」 が つ い た も の で 2、

否 定 の 意 味 を 表 し て い た （ 例 文 6 a - b に 示 す ）。  

 
2  広 辞 苑（ 第 六 版 ）に は 、「 な ら -で 」は「 指 定 の 助 動 詞 ナ リ の 未 然 形 に
接 続 助 詞 デ の 付 い た も の 」と い う 記 述 が あ る 。一 方 、宮 地（ 2 0 2 2：2 2 7）
に よ れ ば 、古 代 日 本 語 で「 =な ら -で =は 」は 断 定 辞「 =な り 」、否 定 接 続
辞「 -で 」、係 助 詞「 =は 」か ら な る も の で あ り 、否 定 条 件 句 を 構 成 す る 。  
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( 6 )    a .  恩愛の道な ら で は 、か か る 者 の 心 に慈悲あ り な ん や 。  

（徒然草  第 1 4 2 段）  

現 代 語 訳 ：親子 の情愛の道で な く て は 、 こ の よ う な  

者 の 心 に慈悲が あ る だ ろ う か 。  

b .  秋な ら で逢ふこ と か た き を み なへし天の河原に生  

ひぬも のゆゑ。（古今和歌集  巻第四  秋歌上 ・ 2 3 1）  

現 代 語 訳：秋で な く て は逢う こ と が難し い女郎花よ 、 

天の河原に生え て い るわけ で は な い の に 。  

宮地（ 2 0 2 2）に よ れ ば 、「 な ら で は 」は「古代 語 の『 ～ で な

け れ ば 』 と い う 否 定条件句、機能 形態の複合構成体に始ま り

（ p . 2 4 9）」（ 例 文 7 に 示 す ）、 中世期 3に 一 語化し 、 そ れ 以降、

「 否 定極性 の構文 を な す 限 定 の副助 詞 と な っ た （ p . 2 2 7）」 と

い う（ 例 文 8 に 示 す ）。近代期ま で「 否 定条件句を な し（ 中 略 ）

否 定 述 語 を伴っ て はじめ て 前接要素ｘの 限 定 を 意 味 す る構文

を な す機能 語 で あ っ た （ p . 2 4 9）」 と い う こ と で あ る 。  

し か し 、 宮地（ 2 0 2 2） は 「 現 代 語 で は 、近代期ま で と異な

り 、 否 定 述 部 と の関係を 解消し て 、 あ る特性 ・特徴・様相 に

つ い て 、 前接名詞 x に唯一的・特長的で あ る こ と を叙述 す る

体言 を構成す る 形態と な っ て い る（ p . 2 4 9）」た め 、「 否 定 述 語

を伴わず 、連体句や 述 語句を構成す る 用 例 が多い（ p . 2 2 7）」と

分析し て い る 。 そ の 理由は 現 代 日 本 語 書 き 言葉均衡コーパス

（ 以 下 、「 B C C W J」） で は 、「『 な ら で は 』句が連用句を な し 、

否 定極性 の構文 で 用 い ら れ る 例 は見ら れ る が 、（ 中 略 ）文 語 文・

擬古文 の引用敷衍や時代 小 説 の台詞 に 限 ら れ （ p . 2 2 9）」 て い

る こ と （ 例 文 9 に 示 す ） や 、「 著 者 （阿部 知 二 ） は 1 9 0 0 年生

ま れ で （ 中 略 ） 文 語的性格が強く 、 現 代 語 例 と し て留保を 要

す る （ p . 2 2 9）」 と い う こ と が挙げら れ る （ 例 文 1 0 b に 示 す ）。 

 
3  日 本 語 史 で の 一 般 的 な 分 け 方 と し て 、「 古 代 」は 平 安 時 代 ま で で あ り 、
「 中 世 （ 期 ）」 は 鎌 倉 時 代 の 「 前 期 中 世 」 と 、 室 町 時 代 の 「 後 期 中 世 」

に 細 分 す る こ と が で き る 。「 近 代 」 は 江 戸 時 代 以 降 で あ る 。  
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( 7 )  か か る つ い で な ら で は え 立ち寄らじ。  

（源氏物 語 （ 2）・蓬生 p . 3 4 7）  

現 代 語 訳 ： こ の よ う な機会で な く て は 立ち寄る ま い 。  

（ 宮地 2 0 2 2 に お け る 訳 文 ）  

( 8 )  こ な た とわた く し と な ら で はゐま ら せぬ。  

（虎明 本狂言 ・居杭、 下 p . 4 4 1）  

現 代 語 訳 ：貴方 と私と （ の 二 人 ） し か い ま せ ん 。  

（ 宮地 2 0 2 2 に お け る 訳 文 ）  

( 9 )  「忠義に な ら で は捨てぬ命」を「 子故に捨て る 」と 言 い

切っ て い ま す が…      （「 上総英郎『歌舞伎通 』）  

( 1 0 ) a .  学生の絶対数が極め て少な い 一橋な ら で は か なわぬ  

こ と だ っ た ろ う 。       （石原慎太郎『弟』）  

b .  モスカ伯の権謀家的性格も 、スタンダールな ら で は  

創り得な か っ た も の と す べ き で あ る 。  

（阿部 知 二 『世界文 学 の歴史』）  

（ 9 ,  1 0 a - b は 宮地 2 0 2 2 が B C C W J よ り引用 し た 例 文 で あ る ）  

と こ ろ が 、そ も そ も 本 稿 の 例 文（ 1 a）「 子 ど も な ら で は 表 せ

な い 無 邪 気 さ 」 が 示 す よ う に 、時代 小 説 の台詞 や 文 語 で な く

て も 、 現 代 語 に は 「 N な ら で は 」 の 直 後 に 否 定 述 語 を伴う 例

が少な か ら ず存在 す る（ 例 文 11 a - c に 示 す ）。そ の た め 、こ の

用 法 を 現 代 語 の周辺的用 法 と し て位置づけ る べ き で は な い か

と 思われ る 。こ れ に つ い て は 、次章 3 . 1 . 1 .で さ ら に詳細に 議 論

す る 。  

( 11 )  a .  こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ が あ る 。 

（ 例 文 1 a の 再 掲 ）  

b .  数学 科 な ら で は で き な い こ と で す ね 。  

（奈良女子 大 学 ・佐保会講演会よ り引用 ） 4  

 
4  「 コ ン ピ ュ ー タ が 人 間 の 知 性 を『 超 え る 』と は  － 将 棋『 電 王 戦 』の
勝 負 の 記 録 － 」（ 講 師 ： 篠 田 正 人 ） 2 0 1 6 年 6 月 1 8 日 。  
w w w. n a r a - w u . a c . j p / d o u s o u k a i / s a h o k a i / i v e n t s / 2 0 1 6 0 6 1 8 / 2 0 1 6 0 6 1 8 . h t m l  
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c .  こ れ は呵歩な ら で は 作 れ な い句で あ る 。 彼 は 彼特有  

な も の を持っ て い る こ と が頼も し い 。  

（ 自由律俳句  京都・泉の会ブログよ り引用 ）  

2 . 2 .「 N を お い て 」 の基本的意 味 ・ 用 法  

 「 N を お い て 」（「 N を措い て 」）の 意 味・用 法 を単独で取り

上げて 議 論 す る研究論 文 は 、管見の 限 り見当た ら な い 。  

現 代 日 本 語 の 「 N を お い て 」 の 動 詞 「 お い て 」 は 「置く 」

（「据え る 」と い う 意 ）と 、「措く 」も し く は「擱く 」（「除く 」、

「止め る 」 と い う 意 ） で 表 記 さ れ る こ と が あ る た め 、多義語

動 詞 で あ る こ と が推測で き る 5。  

グループ・ジャマシイ（ 2 0 2 3）『 日 本 語 文 型辞典改 訂 版 』で

は 、「『…を 別 に し て ・ を のぞい て 』 の 意 味 」 と い う 記 述 が見

ら れ る （ 例 文 1 2 a - c に 示 す ）。  

( 1 2 ) a .  都市計画に つ い て 相談す る な ら 、 彼 を お い て 他 に  

は い な い だ ろ う 。  

b .  マスメディアの社会への影響に つ い て研究し た い  

    の な ら 、 こ の 大 学 を お い て 他 に は な い 。  

c .  も し万一母が倒れ た ら 、何を お い て も すぐに病院に  

駆け つ け な け れ ば な ら な い 。  

 （ 以 上 、グループ・ジャマシイ 2 0 2 3： 5 5 9 に お け る 例 文 ）  

例 文 （ 1 2 c）「何を お い て も 」 は慣用句で あ る と い う 記 述 も

あ っ た た め 、例 文（ 1 2 a - b）の「 ～ を お い て（ ほ か に な い ）」と

厳密に 用 法 を さ ら に細分 す る 必 要 が あ る が 、 同辞典に収録さ

れ た 三 つ の 例 文 を総合的に判断す る と 、「 N を お い て 」の基本

的意 味 は「 大切な何か（ N）を除外 す る 」と い う こ と が 確認で

き る 。  

 

 
5  現 代 日 本 語 の「 と る 」も 、意 味・用 法 に よ っ て 異 な る 漢 字 で 書 き 分 け
る 場 合 が あ る が 、 松 田 （ 2 0 0 6） の よ う に 「 と る 」 を 一 つ の 多 義 動 詞 と
し て 分 析 す る 研 究 も あ る 。  
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3 .  分析  

3 . 1 .類 似 点  

3 . 1 . 1 .否 定 形 と の呼応  

こ こ ま で見て き た よ う に 、 現 代 日 本 語 に お け る 「 N な ら で

は 」 と 「 N を お い て 」 は 、 い ず れ も そ の 直 後 に 否 定 形 と呼応

す る 用 法 が 確認さ れ る （ 例 文 1 3 a - b に 示 す ）。  

( 1 3 ) a .  こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ が あ る 。 

( 1 3 ) b .  こ の 仕 事 を や れ る 人 は あ な た を お い て ほ か に い な い  

と 思 い ま す 。  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 よ り引用 ）  

２章で も紹介し た よ う に 、「 N な ら で は 」と「 否 定 形 」と の

関係を見る と 、 宮地（ 2 0 2 2） は 、「 現 代 日 本 語 の 『 な ら で は 』

は 、（ 中 略 ） 否 定 述 部 を伴わず 、 述 語句や連体句を構成し て 、

あ る特徴・ 性 質 ・様相 y を 、 前接要素 x 独自 の属性 と位置づ

け る 形態と な っ て い る（ p . 2 3 0）」と 定義し て い る 。ま た 、宮地

（ 2 0 2 2） は 、 上 記 の 「 な ら で は＋否 定 述 部 」 は 「近代期ま で

見ら れ た 用 法（ p . 2 3 0）」で あ り「 現 代 語 で は（ 中 略 ）否 定 述 部

と の関係を 解消（ p . 2 4 9）」し た と 分析し 、 B C C W J で の 例 文 は

「 文 語的性格が強く 、 現 代 語 例 と し て留保を 要 す る 例 と い え

る だ ろ う （ p . 2 2 9）」 と 述 べ て い る 。  

 本 稿 は 、 宮地（ 2 0 2 2） と異な り 、 現 代 語 に もわず か な が ら

例 文（ 1 3 a - b）の よ う な 例 が存在 し て い る た め 、「 な ら で は 」と

「 否 定 述 部 」 と の関係は完全に 解消し た の で は な く 、残存の

痕跡が あ る と推測し て い る 。  

た だ 、同じく 日 本 語母語話者 で も 、例 文（ 1 3 a）に 違 和 感 を

覚え る 人 も い れ ば 、 自 然 な 文 だ／少し 不 自 然 だ が容認で き る

文 だ と 思 っ て い る 人 も少な か ら ず い る 。 そ の裏づけ と し て 、

動 詞 否 定 形 の 「 表 せ な い 」 を肯定 形 の 「 表 せ る 」 に 書 き 換 え

る と非文 に な り （ 例 文 1 4 b に 示 す ）、「 な ら で は の 」 に 書 き 換

え る と 自 然 な 文 に戻る （ 例 文 1 4 c に 示 す ） と い う 現象が挙げ
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ら れ る 6。  

( 1 4 ) a .  こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ が あ る 。 

b . *こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ る 無 邪 気 さ が あ る 。 

c .  こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は の 無 邪 気 さ が あ る 。  

( 1 5 ) a .  こ の 仕 事 を や れ る 人 は あ な た を お い て ほ か に い な い  

と 思 い ま す 。  

b . *こ の 仕 事 を や れ る 人 は あ な た を お い て ほ か に い る  

と 思 い ま す 。  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 の 例 文 よ り 改変）  

な お 、例 文（ 1 4 b）の よ う に 後 続 す る 動 詞 の 否 定 形 を肯定 形

に 書 き 換 え ら れ な い と い う 現象は 、「 N な ら で は 」だ け で な く 、

「 N を お い て 」に も観察 さ れ て い る（ 例 文 1 5 b に 示 す ）。こ の

よ う に 、 両 文 型 は い ず れ も 「 二 重 否 定 」 を 通 し て 「 限 定 」 の

意 味 を 際 立 た せ て い る の で あ る （図式１に 示 す ）。  

 

 

子 ど も は 無 邪 気 さ を 表 せ る 。（ 肯 定 ）  

⇒ 子 ど も で な け れ ば 、 無 邪 気 さ を 表 せ な い 。（ 二 重 否 定 ）  

⇒ 絵 で 無 邪 気 さ を 表 現 で き る の は 、 子 ど も だ け だ 。（ 限 定 ）  

 

 

あ な た な ら こ の 仕 事 を や れ る 。（ 肯 定 ）  

⇒ あ な た が い な い と 、こ の仕 事 を や れ る 人 が い な い 。（ 二 重 否 定 ）

⇒ こ の 仕 事 を 全 う で き る 人 は 、 あ な た し か い な い 。（ 限 定 ）  

 

図式１  例 文 （ 1 4）（ 1 5） の含意  

3 . 1 . 2 .二 重 否 定 か ら 限 定へ  

現 代 日 本 語 で は 「隅に置け な い存在 」「 気 の置け な い仲間」

 
6  実 際 に 、 筆 者 が B C C W J で 「 な ら で は 」 を 検 索 す る と 、 ヒ ッ ト し た
1 , 0 8 9 件 の う ち 、「 な ら で は の Ｎ 」 の 用 例 が 9 2 6 件 観 察 さ れ た 。  
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な ど の よ う に 、 本来ネガティブな 意 味 を持つ 「隅に置け る 」

「 気 が置け る 」 を 否 定 す る こ と で 、ポジティブな 意 味 を 表 す

と い う 表 現 が あ る 。初級文 型 の「 ～ し か ～ な い 」「 な け れ ば な

ら な い 」「 な く て は な ら な い 」「 な く て は い け な い 」「嫌いじゃ

な い 」「 あ な た が い な け れ ば今の私は い な い 」や 、一時期若者

用 語 と し て流行っ て い た「（推し ）し か勝た ん 」も 、こ う し た

「 二 重 否 定 」を 通 し て「 限 定 」の 意 味 を強め る 代 表 例 で あ る 。

友 松 他 （ 2 0 1 0） に収録さ れ て い る 「 N な ら で はＶな い N」 と

い う 文 型 の 例 文（ 1 4 a）も 、「 N を お い て ほ か に（ い ）な い 」と

い う 文 型 の 例 文（ 1 5 a）も 、そ れぞれ の構造と 意 味 を 考 え る と 、

い ず れ も 「 二 重 否 定 」 を 通 し て 「 限 定 」 の 意 味 を強め る 例 だ

と 言 え る で あ ろ う 。  

3 . 2 .相 違 点  

3 . 2 . 1 .構文 に お け る 相 違  

前節 3 . 1 .で は 、 例 文 （ 1 3 a ,  1 4 a）「 子 ど も な ら で は 表 せ な い

無 邪 気 さ 」 お よ び 例 文 （ 1 3 b ,  1 5 a）「 こ の 仕 事 は あ な た を お い

て ほ か に い な い 」と い う 二 つ の 例 文 を取り 上げ、「 N な ら で は

V な い N」と「 N を お い て ほ か に（ い ）な い 」の 類 似 点 を 論じ

て き た 。本 小節で は 、「 N な ら で は の N」と「 N を お い て 」の

相 違 点 を 整 理 す る 。  

本 稿２章の先行研究で も紹介し た よ う に 、宮地（ 2 0 2 2）は 、

現 代 語 と し て の 「 N な ら で は 」 に は 「［ x な ら で は の y］句」、

「（ y は ）［ x な ら で は 。］述 語句」 の２大 用 法 が あ る と主張し

て い る （ 例 文 1 6 a - b に 示 す ）。  

( 1 6 ) a .  海 x な ら で は の開放感 y  

b .  こ の見方 y は専門家 x な ら で は だ 。  

（ 以 上 、 宮地 2 0 2 2： 2 2 7 よ り引用 、 本 稿 例 文 5 a - b の 再 掲 ）  

 そ れ に対し 、「 N を お い て 」の場合、上 記 の２大 用 法 は い ず

れ も成立 し な い（ 例 文 1 7 a - b に 示 す ）。非文 で あ る 例 文（ 1 7 a）

は 例 文（ 1 7 c）の よ う に 文 の構造を変更さ せ な け れ ば な ら な い 。
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ま た 、非文 で あ る 例 文 （ 1 7 b） は 例 文 （ 1 7 d） の よ う に 「 ほ か

に （ い ） な い 」 を足さ な け れ ば な ら な い の で あ る 。  

( 1 7 )  a .  *あ な た x を お い て の有能 さ y  

b .  *こ の 仕 事 y は あ な た x  を お い て だ 。  

c .  （ 学級委員は ）有能 な あ な た を お い て ほ か に い な い 。  

d .  こ の 仕 事 は あ な た を お い て ほ か に い な い の だ 。  

（ 以 上 、 例 文 1 6 a - b よ り 改変）  

本 稿１章で最初に 提 示 し た 教 科 書 の 例 文 （ 1 a - c）（ 2 a - c） で

分析し て み て も 、 両 文 型 の入れ替え は で き な い と い う こ と が

確認で き る（ 例 文 1 8 a - c，1 9 a - c に 示 す ）。構文 上 、入れ替え が

で き な い原因に つ い て は 、 次節で 意 味 の 相 違 か ら 考 察 す る 。  

( 1 8 ) a .  そ の 買 い 物 袋 、す て き で す ね 。｛手 作 り な ら で は の 温  

か み／ *手 作 り を お い て ほ か に は な い 温 か み｝が あ り  

ま す ね 。  

b .  こ れ は お も し ろ い 発 想 を す る｛山 本 さ ん な ら で は の  

作 品／ ?山 本 さ ん を お い て ほ か に は な い 作 品｝だ と 思  

い ま す 。  

c .  こ の 絵 に は｛子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ／  

*子 ど も を お い て ほ か に は 表 せ な い 無 邪 気 さ｝が あ る 。 

( 1 9 ) a .  こ の 仕 事 を や れ る 人 は｛あ な た を お い て ほ か に い  

な い／ *あ な た な ら で は で き な い｝と 思 い ま す 。  

b .  現 代 小 説 を 知 り た い な ら 、 読 む べ き 本 は｛こ の 作 品  

を お い て ほ か に な い／ *こ の 作 品 な ら で は だ｝。  

c .  ｛彼 を お い て／ *彼 な ら で は｝こ の 国 を 任 せ ら れ る 人  

は い ま せ ん 。  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 に お け る 例 文 よ り引用 ・ 改変）  

3 . 2 . 2 .意 味 に お け る 相 違 ：「 褒 め 」 と 「 薦 め 」  

 本 稿１章で 述 べ た よ う に 、「 N な ら で は 」の「 感 心 す る 」と

「 N を お い て 」 の 「 高 く 評 価 す る 」 の 違 い に つ い て は 、 友 松

他 （ 2 0 1 0） で は詳細な 説 明 が な さ れ て い な い 。  



247 

前 掲 例 文 （ 1 8 a - c）（ 1 9 a - c） に お け る 「 な ら で は 」 の各前接

要素（ そ れぞれ 問 題 に な っ て い る対象 N、す なわち「 a .買 い 物

袋 」、「 b .作 品 」、「 c .こ の 絵 」） は い ず れ も す で に出来上 が っ た

も の で話し 手 （ と聞き 手 ） の眼の 前 に存在 す る も の で あ り 、

話し 手 に と っ て「 褒 め 」に値す る も の で も あ る 。そ れ に対し 、

「 を お い て 」 の各前接要素（ そ れぞれ 問 題 に な っ て い る対象

N、す なわち「 a .こ の 仕 事 」、「 b .こ の 作 品 」、「 c .  国 を 任 せ る 」）

は い ず れ も未実 現 の こ と で あ り 、聞き 手 は ま だ「 a .こ の 仕 事 」

を引き受け て お ら ず 、「 c .こ の 国 」 も ま だ 彼 に 任 せ て お ら ず 、

「 b .こ の 作 品 （ を 読 む べ き だ と い う こ と ）」 も ま だ 知 ら な い 。

そ の た め 、聞き 手 ・ 読 み 手 に 「 薦 め 」 た い も の で あ る 。  

「 な ら で は 」の 前接要素 N は 、広範囲で 不特定 の 一般名詞

に 用 い ら れ る （ 例 文 2 0 a - c に 示 す ） だ け で な く 、特定 の固有

名詞 に も 用 い う る （ 例 文 2 1 a - c に 示 す ）。 そ れ に対し 、「 を お

い て 」の 前節要素 N は主に特定 の固有名詞（ あ る 分野に お い

て優れ た 人 物 、 あ るグループの 中 で特に信頼に お け る団体・

施設、限 定 さ れ た特殊な状況（ 例 文 2 2 a - c，2 3 a - c に 示 す ）や 、

前 後 の 文脈で誰だ か 分 か る 代名詞 （ 例 文 1 9 a - c の 「 あ な た 」

「 こ の 作 品 」「 彼 」） に し か 用 い ら れ な い の で あ る 。  

( 2 0 ) a .  海な ら で は の開放感 。（ 例 文 5 a ,  1 6 a の 再 掲 ）  

b .  日 本 人 な ら で は の特性 を加え た い と 思 っ て い る の  

で す 。（ B C C W J）  

c .  田舎な ら で は のストレスも あ り ま す 。（ B C C W J）  

( 2 1 ) a .  陽明 山 な ら で は の夜景。（ 学 習 者 に よ る 作 例 ）  

b .  青森な ら で は の素朴な ま んじゅう 、 一度お試し の  

ほ ど を 。（ B C C W J）  

c .  毎日 で も食べ た く な る 「わが家な ら で は の お や つ 」  

をご紹介し ま す 。（ B C C W J）  

( 2 2 ) a .「 い や 、当代 一 な れ ば 、天文博士の安倍晴明 を お い て  

他 に あ る ま い 。」（ B C C W J）  
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b .  沖縄の歴史、 文化の 解 明 に努力し て ほ し い 。 そ れ が  

で き る の は こ の博物館を お い て 他 に な い の だ か ら 。  

（ B C C W J）  

c .  防災目標を もち、防災の基本 を踏ま え て地域社会の  

防災力を協働し て 高 め て い く こ と を お い て 他 に 方 法  

は な い 。（ B C C W J）  

( 2 3 ) a .  ? ?「当代 一 な れ ば 、男性 を お い て 他 に あ る ま い 。」 7  

b .  ? ?そ れ が で き る の は ど こ か の施設を お い て 他 に な い  

の だ か ら 。  

c .  ? ?防災目標を も た ず に 、 た だひた す ら呼び か け る  

こ と を お い て 他 に 方 法 は な い 。）  

（ 以 上 、 例 文 2 2 a - c よ り 改変）  

「 な ら で は 」 の 「 褒 め 」 の 意 味 は 、「海な ら で は の開放感 」

（ 例 文 2 0 a）、「 日 本 人 な ら で は の特性 」（ 例 文 2 0 b）、「陽明 山

な ら で は の夜景」（ 例 文 2 1 a）、「青森な ら で は の素朴な ま んじ

ゅう 」（ 例 文 2 1 b）、「わが家な ら で は の お や つ 」（ 例 文 2 1 c）に

観察 さ れ る 。「海」、「 日 本 人 」、「わが家」 は 一般名詞 で あ る 。

そ れ に対し 、「陽明 山 」、「青森」 は固有名詞 で あ る 。「陽明 山

の夜景」、「青森の素朴な ま んじゅう 」、「わが家の お や つ 」 は

す で に出来上 が っ た も の で存在 し て い る も の で あ り 、話し 手・

書 き 手 に と っ て 「 褒 め 」 に値す る も の で も あ る 。 そ の 一 方 、

「 を お い て 」の「 薦 め 」の 意 味 は 、「天文博士の安倍晴明 」（ 例

文 2 2 a）、「 こ の博物館」（ 例 文 2 2 b）に観察 さ れ る 。「安倍晴明 」

は固有名詞 で あ る 。「 こ の博物館」は 文脈で は「沖縄県立博物

館」 を 指 し て い る た め 、 指 示 詞 と 一般名詞 の組み合わせ で あ

り な が ら 、 文脈上固有名詞 と見な し た ほ う が妥当で あ ろ う 。

 
7  ポ ー ル ・ ギ ャ リ コ 作 、 矢 川 澄 子 訳 『 雪 の ひ と ひ ら 』 の 訳 者 あ と が き
で 、「 お そ ら く そ れ は 彼 ら 、男 性 を お い て ほ か に は な い の で す 。」（ 下 線

は 本 稿 に よ る ）と い う 例 文 が 観 察 さ れ た 。し か し 、こ の 例 で の「 彼 ら 、

男 性 」 は 「 ゲ ー テ や フ ァ ウ ス ト 」 を 指 し て い る の で あ る 。  
ブ ロ グ 「 き の う 、 き ょ う 、 あ し た  b y  T i m e T u r n e r」  
h t t p s : / / t i m e t u r n e r . e x b l o g . j p / 1 9 7 4 3 6 9 7 /  
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例 文 （ 2 2 a、 2 2 b） を見る と 、 発話の時点 で は お そ ら く 「安倍

晴明 」 は ま だ候補の 一 人 で あ る 。「 こ の図書館」（沖縄県立博

物館） も ま だ 「沖縄の歴史・ 文化の 解 明 」 が で き る存在 と し

て 実 現 し て い な か っ た た め 、話し 手・書 き 手 に と っ て「 薦 め 」

た い 人 物 ・施設で あ る 。  

以 上 の よ う に 、 友 松 他 （ 2 0 1 0） に お け る 「 N な ら で は 」 は

「 感 心 」を 表 し 、「 N を お い て 」は「 高 く 評 価 す る 」を 表 す と

い う 解 説 を 、 そ れぞれ 「 褒 め 」 と 「 薦 め 」 と い う 二 つ の異な

っ た 言 語行為と 、「 実 現済み 」 と 「未実 現 」 で 分 け る こ と で 、

両 文 型 の よ り 明 確 な 違 い を 際 立 た せ る こ と が で き る 。  

3 . 2 . 3 .「 な ら で は の N」 の拡張用 法  

 こ こ ま で 、「 な ら で は 」は「 褒 め 」を 表 す と い う こ と を 論じ

て き た 。し か し な が ら 、実 際 の 例 文 を探す と 、「 褒 め 」と し て

使われ な い 例 も少な か ら ず あ る （ 例 文 2 4 a - c に 示 す ）。  

( 2 4 ) a .  ホウキ の持ち手 が当た っ て茶色の線が壁に つ く 、  

学校な ら で は の汚さ れ 方 で す 。  （川西北小 学校）  

b .  女性 な ら で は の汚部屋片付け注意ポイントな ど も  

解 説 し て い ま す 。  （タスクル／ S O D A 株式会社）  

c .  米国 で は か つ て塗料な ど に鉛が配合さ れ て い た 。  

長期にわた っ て建築物 を 使 い 続 け る欧米な ら で は の  

汚染被害と い え る 。  

（ 日経メディカル 2 0 0 5 年 7 月 2 4 日 ）  

 上 記 の 現象は 、あ る種の「 用 法 の拡張」で あ り 、「反転評 価 」

と見な す こ と が で き る 。「反転評 価 」の具体的な 例 は 、例 え ば

「親に向か っ て よ く そ ん な こ と が 言 え る な 。」（黄 2 0 11 : 1 9 2）、

「 よ く も うちの師匠の顔に泥を塗っ て く れ た な 。」な ど の よ う

に 、「 よ く 」 は 本来、「 相 手 の困難な行為を 評 価 し た り賞賛し

た り す る様子（黄 2 0 11 : 1 9 2）」を 表 す も の の 、こ こ で は「反語

の 用 法 で 、 相 手 の行為に 疑 問 を持っ た り憤慨し た り す る様子

（黄 2 0 11 : 1 9 2）」を 表 し て い る 。「 ～ て く れ る 」も 本来、「恩恵」
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（菅 2 0 0 1）を 表 し 、相 手 の行為に「 感謝す る 」際 に 使われ る

も の の 、マイナス・ネガティブな 意 味 を持つ「顔に泥を塗る 」

と組み合わせ て 使 う と 、 こ こ で は 「非難す る 」 意 味 を 表 す と

し か 解釈で き な い 。そ の た め 、「 褒 め 」を 表 す「 な ら で は 」も

「汚部屋」 な ど の よ う な 「話し 手 に と っ て 価値の低い も の 」

に対し て 使 う と 、「皮肉」や「嫌味 」に変わり 、相 手 の行為を

「非難す る 」場合に反転す る 。  

 上 記 例 文（ 2 4 a - c）の よ う に 、「 な ら で は の 」の 前接要素が 、

本来「 褒 め に値す る も の 」 か ら 「 褒 め ら れ な い状況」、「 改善

す べ き 問 題 」 に置き 換 え ら れ る 実 例 は あ る も の の 、プラス・

ポジティブに せ よ 、マイナス・ネガティブに せ よ 、 共 通 し て

い る の は 「 限 定 」 の 意 味 ・ 用 法 で あ る こ と に変わり は な い の

で あ ろ う 。 8  

3 . 3 .「 只 有 」 と 「 除 了 」 で見た 「 な ら で は 」 と 「 を お い て 」  

本 稿１章で 述 べ た よ う に 、「 N な ら で は 」 と 「 N を お い て 」

の 例 文 を 中 国 語 に 訳 し て 解 説 す る と 、 訳 文 の 意 味 が 似 て い る

た め 、逆に 「 N な ら で は 」 と 「 N を お い て 」 の 類 似度の 高 さ

を 際 立 た せ る こ と に な る 。  

学 習 者 が 中 国 語 訳 に頼っ て 日 本 語 の 例 文 を 理 解 し た と き に

感じた 疑 問 を 解消す る に は 、「 只 有 ・ 除 了 」と「 N な ら で は ・

 
8  拙 著（ 2 0 1 3）で 取 り 扱 っ た「 た だ で さ え 」も 、後 接 要 素 が「 プ ラ ス・
ポ ジ テ ィ ブ 」 な 意 味 の 語 を 使 う べ き か 「 マ イ ナ ス ・ ネ ガ テ ィ ブ 」 な 意

味 の 語 を 使 う べ き か と い う 現 象 が 見 ら れ る 。夏 目 漱 石 の 1 9 1 2 年 の 作 品
で は 、「 僕 は た だ で さ え 不 愉 快 な 上 に 、年 寄 に す ま な い と い う 苦 痛 を も

う 一 つ 重 ね た 。」（ 夏 目 漱 石 『 彼 岸 過 迄 』 新 潮 社 よ り 引 用 ） が 示 す よ う

に 、「 た だ で さ え 」の 直 後 に「 不 愉 快 」な ど の マ イ ナ ス・ネ ガ テ ィ ブ な

意 味 を 表 す 形 容 詞 が 続 い て い た 。し か し 、現 代 に な っ て 、「 た だ で さ え

美 味 し い パ ン 屋 さ ん の パ ン 。 も ち ろ ん 冷 め て い て も お い し い が 、 焼 き

た て の 温 か い パ ン の 美 味 し さ は 別 格 だ 。」（ エ キ サ イ ト ニ ュ ー ス  2 0 0 6  
年  4  月  2 3  日 ） が 示 す よ う に 、「 た だ で さ え 」 の 直 後 に 「 お い し い 」
な ど プ ラ ス ・ ポ ジ テ ィ ブ な 意 味 を 表 す 形 容 詞 が 続 く 用 例 が 増 え る よ う

に な っ た と 観 察 さ れ る 。し か し な が ら 、マ イ ナ ス・ネ ガ テ ィ ブ に せ よ 、

プ ラ ス ・ ポ ジ テ ィ ブ に せ よ 、「 た だ で さ え 」 の 構 文 に お い て 、「 現 在 の

状 態 （ 前 件 P）」 か ら 、「 さ ら な る 状 態 （ 後 件 Q）」 へ の 「 逓 増 ／ 逓 減 」
と い う 意 味 的 対 応 関 係 を 表 さ な け れ ば な ら な い と い う 制 限 に 変 わ り は

な い 。  
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N を お い て 」 と の対応関係だ け で な く 、 中 国 語 の 「 只 有 」 と

「 除 了 」 は そ も そ も ど こ が異な っ て い る の か を 整 理 し 、 例 文

の 訳 文 や 、コーパスに お け る 実 例 を 分析す る こ と で 、 よ り正

し い情報を 提 示 で き る の で は な い か と 考 え た た め 、 本節か ら

「 只 有 」 と 「 除 了 」 に焦点 を当て て 議 論 す る 9。  

グループ・ジャマシイ編・徐一平他 訳（ 2 0 0 1）『 日 本 語 文 型

辞典  中 国 語 訳繁体字版 』 で は 、「 N な ら で は 」 と 「 N を お い

て 」 は 、 そ れぞれ 「 只 有 … 才 有 的 ／ 才 能 」 と 「 除 … 之 外 」 と

訳 さ れ て い る 。 こ の よ う に 両 言 語 を平行的に対比 し て 示 せ る

に越し た こ と は な い が 、実 際 に 例 文 の 訳 文（ 2 5 a - c）を見た 限

り 、「 N な ら で は 」 は 中 国 語 の 「 只 有 N 才 （ 能 ）」 で 表 現 す る

こ と が で き る 。そ れ に対し 、「 N を お い て 」は「 除 了 N（ 之 外 ），

沒 有 其 他 N 了 」 で 表 現 す る こ と が で き る ほ か 、（ 2 6 a - c） の よ

う に「 只 有 」に 言 い 換 え ら れ る場合も あ る 。こ の よ う に 、「 只

有 」 と 「 除 了 」 の 両 語 の 意 味 が近い と い う こ と がわか る 。  

( 2 5 )   a .  こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ が あ る 。 

這 幅 畫 裡 有 著 一 份 只 有 小 孩 子 才 表 達 得 出 的 天 真 無 邪 。 

b .  そ の 買 い 物 袋 、 手 作 り な ら で は の 温 か み が あ り ま す  

ね 。  

您 這 購 物 袋 ， 有 著 一 種 只 有 手 工 品 才 有 的 溫 暖 呢 。  

c .  こ れ は お も し ろ い 発 想 を す る 山 本 さ ん な ら で は の  

作 品 だ と 思 い ま す 。  

這 是 只 有 總 會 想 出 有 趣 點 子 的 山 本 先 生 才 創 作 得 出 來  

的 作 品 。  

 
9  学 習 者 の 視 点 か ら す る と 、「 只 有 」と「 除 了 」に 対 応 す る 日 本 語 は と
い え ば 、 真 っ 先 に 思 い 浮 か ぶ の は お そ ら く 初 級 段 階 で 習 得 済 み で あ る

は ず の「 だ け 」「 し か 」や「 こ そ 」「 を 除 く 」で あ ろ う 。こ れ ら の 副 助 詞

（「 だ け 」「 し か 」「 こ そ 」） や 動 詞 （「 除 く 」） も 「 限 定 」 を 表 す こ と が

で き る 。ま た 、「 し か 」の 後 接 要 素 が 否 定 と 呼 応 し な け れ ば な ら な い と

い う 特 徴 は 、「 Ｎ を お い て 、ほ か に（ い ）な い 」に 共 通 し て い る 。た だ 、

こ れ に つ い て は 、 本 稿 の 考 察 対 象 の 範 囲 外 で あ る た め 、 詳 細 な 議 論 は

今 後 の 課 題 と す る 。  
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( 2 6 )   a .  こ の 仕 事 を や れ る 人 は あ な た を お い て ほ か に い な い 。 

能 夠 勝 任 這 份 工 作 的 ｛ 除 了 你 之 外 ／ ??只 有 你 之 外 ／  

只 有 你 ｝ 沒 有 其 他 人 了 。  

b .  現 代 小 説 を 知 り た い な ら 、 読 む べ き 本 は こ の 作 品 を  

お い て ほ か に な い 。  

想 要 了 解 現 代 小 說 ，｛ 除 了 讀 這 本 書 之 外 別 無 他 法 了 ／  

只 有 讀 這 本 書 了 ｝。  

c .  彼 を お い て こ の 国 を 任 せ ら れ る 人 は い ま せ ん 。  

｛ 除 了 他 之 外 ／ ??只 有 他 之 外 ／ 只 有 他 ｝ 沒 有 其 他  

可 以 託 付 國 家 的 人 了 。  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 の 例 文 に基づい て 改変、翻訳 ）  

上 記 例 文（ 2 5 a）（ 2 6 a）の 訳 文 を詳細に見て い く と 、「 只 有 」

の 直 後 に肯定 文 が 続 き 、「 小 孩 子 」や「 你 」を「 限 定 」し 、「 才 」

や「 而已」を 通 し て「 他 の 人 」を「排除」す る（ 例 文 2 7 a ,  2 7 b

に 示 す ）。  

( 2 7 ) a .  這 幅 畫 裡 有 著 一 份 只 有 小 孩 子 才 表 達 得 出 的 天 真 無 邪 。

 b .  能 夠 勝 任 這 份 工 作 的 只 有 你 （ 而已）。 1 0  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 の 例 文 に基づい て 改変、翻訳 ）  

そ れ に対し 、「 除 了 」 の 直 後 に 否 定 文 が 続 き 、「 小 孩 子 」 や

「 你 」 は 「排除さ れ る べ き で は な い 」、「排除さ れ た ら 他 の 人

が い な い 」 と い う 意 味 を 表 す （ 例 文 2 8 a ,  2 8 b に 示 す ）。  

( 2 8 ) a .  這 幅 畫 裡 有 著 一 份 除 了 小 孩 子 之 外 表 達 不 出 的 天 真  

    無 邪 。  

b .  能 夠 勝 任 這 份 工 作 的 只 有 你（ 之 外 ），沒 有 其 他 人 了。  

（ 以 上 、 友 松 他 2 0 1 0： 6 4 の 例 文 に基づい て 改変、翻訳 ）  

 一 方 、「 除 了 」 の 直 後 に肯定 文 が 続 く場合、「排除さ れ て も

い い存在 だ 」、「排除さ れ た 後 も 他 の 人 が い る 」 と い う 意 味 に

変わる （ 例 文 2 9 a - b に 示 す ）。  

 
1 0  「 只 有 你（ 而 已 ），沒 有 其 他 人 了。」と い う 文 に 関 し て は 、本 稿 で は 、
「 只 有 … 」 と 「 沒 有 … 」 を 並 列 し た 二 つ の 文 と し て と ら え る 。  
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( 2 9 ) a .  這 幅 畫 裡 有 著 一 份 除 了 小 孩 子 之 外 ， 大 人也能感受到  

    的純真 。  

    意 訳 ： こ の 絵 に は 子 ど も だ け で な く 、 大 人 で も 感じ  

取れ る や さ し さ が あ る 。  

b .  能 夠 勝 任 這 份 工 作 的 除 了 你（ 之 外 ），還有 一 大票人在

等 著 呢 。  

    意 訳 ： こ の 仕 事 を や れ る 人 は あ な た 以 外 に い く ら  

で も い る 。    （ 以 上 、 本 稿 に よ る 改 変 と 翻 訳 ）  

こ の よ う に 、「 除 了 」 は字面通 り 「排除」 の 意 味 を 表 す 他 、

「Ａの み な ら ず 、Ｂも 」 と い う 「累加」 の 意 味 を 表 す こ と も

で き る （ 例 文 3 0 a - b に 示 す ）。  

( 3 0 ) a .  透 過米食節，民眾除 了 可 解傳統米食文化，也希望能  

帶動當地米食產業發展。（ 中 央 研 究 院 均 衡 コ ー パ ス ） 

    意 訳 ：米食フェスティバルを 通 し て 、市民は伝統的  

な米食文化を 知 る こ と が で き る だ け で な く 、ご当地  

の米食産業 の 発展も促進さ れ る こ と を期待し て い る 。 

b .  去年五月十五日在土耳其伊斯坦堡遭到數人搶劫，屠  

先 生 除 了被毆傷外 ，連錢包及副卡金卡、普通卡都被  

搶走。                （ 中 央 研 究 院 均 衡 コ ー パ ス ） 

意 訳 ：昨年五月十五日 にトルコのイスタンブールで   

数名の強盗に 遭 っ た屠氏は殴ら れ た 上 に 、財布及び  

クレジットカー ド の家族カー ド 、プラチナカー ド 、  

一般カー ド ま で奪い去ら れ た 。  

こ れ ま で 本 稿 3 . 3 . 2 .で 論じて き た「 N な ら で は 」が「 褒 め 」

の 意 味 を 表 し 、「 N を お い て 」が「 薦 め 」の 意 味 を 表 す と い う

日 本 語 の 例 文 に基づく 分析は 、 中 国 語 の 例 文 と な る と 、 意 味

内容に よ っ て は ま っ た く当て は ま ら な い場合が あ る 。特に 、

例 文（ 3 0 a - b）に お け る「 除 了 」の 意 味 は 、当然 の こ と な が ら

「 薦 め 」 と し て 解釈す る こ と が で き な い 。 ま た 、 前節で 言及

し た 「 N を お い て 」 の 前接要素が 「優れ た特定 の 人 物 や信頼
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に お け る団体・施設で な け れ ば な ら な い 」 と い う 日 本 語 で の

意 味制限 も 、 中 国 語 の 「 除 了 」 に 必 ず し も当て は ま る と は 限

ら な い 。 こ う し た 言 語間の 違 い に よ る制限 は 、「 N な ら で は 」

と 「 N を お い て 」 の 日 本 語 例 文 を 「 只 有 … 才 有 的 ／ 才 能 」 と

「 除 了 … 之 外 … 」 で翻訳 す る 際 に 考慮す べ き 点 で あ ろ う 。  

 

4 .  結び  

本 稿 で は 、学 習 者 が 感じた 疑 問 点 か ら出発 し 、「 N な ら で は 」

と 「 N を お い て 」 の 類 似 点 と 相 違 点 を 分析し 、 例 文 の 中 国 語

訳 の「 只 有 」と「 除 了 」を交え つ つ 、そ の 違 い を 論じて き た 。

最後 に ま と め と今後 の課題 で あ る 。  

ま ず 、類 似 点 で あ る 。「 N な ら で は（Ｖな い N）」と「 N を お

い て ほ か に （ い ） な い 」 は 、 い ず れ も 「 二 重 否 定 」 を 通 し て

「 限 定 」 の 意 味 を強め る と い う 用 法 が あ る 。 た だ し 、 現 代 語

で は 宮地（ 2 0 2 2） が 指摘し た 通 り 「［ x な ら で は の y］句」 が

主な 用 法 で あ り 、B C C W J で も当該用 法 の数は８割以 上 を占め

て い る た め 、 友 松 他 （ 2 0 1 0： 6 4） に お け る 例 文 「 N な ら で は

（ V な い N）」は決し て典型的な 用 法 で は な い 。そ の た め 、教

師が 解 説 の 際 に 教 科 書 の 例 文 の順番通 り で は な く 、 一 文 目 の

「 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ 」を 一旦あ と に回し 、「 N

な ら で は の 」 の 例 文 を優先し て紹介す る と 、 学 習 者 に と っ て

よ り 分 か り や す く な る か も し れ な い 。 も し く は 学 習 後 の補足

説 明 と し て「 N な ら で は V な い N」を「 N を お い て ほ か に（ い ）

な い 」 と 同時に 提 示 し 、 両 文 型 の 類 似 点 を 気づか せ る の も 、

理 解 を よ り深め さ せ る 方 法 の 一 つ で は な い か と 考 え ら れ る 。  

次 に 、 相 違 点 で あ る 。「 N な ら で は 」 と 「 N を お い て 」 は 、

同じく 「 限 定 」 の 意 味 ・ 用 法 を持つ も の の 、構文 上 の制限 に

よ っ て 、 両 文 型 は基本入れ替え る こ と が で き な い 。 ま た 、 両

文 型 の 意 味 を区別 す る 際 に 、単に辞書的意 味 や 、 教 科 書 で の

解 説 に あ っ た「 感 心 す る 」「 高 く 評 価 す る 」だ け で な く 、事柄
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の 「 実 現済み 」 と 「未実 現 」、「 褒 め 」 と 「 薦 め 」 を 手 が か り

に 、 両 文 型 の 違 い を よ り 明 確 に区別 す る 必 要 が あ る 。  

第三 に 、中 国 語 の「 只 有 」が「 只 有 … 才 有 的 ／ 只 有 … 才 能 」

の場合、肯定 文 が 続 く 。「 除 了 」が「 除 了 …（ 之 外 ），沒 有 … 」

の場合、否 定 文 が 続 く も の の 、「 除 了 …還有 … ／也… ／連…都

… 」の場合、肯定 文 が 続 き 、「累加」の 意 味 に変わる 。学 習 者

が 中 国 語 訳 に頼り過ぎて 「 N な ら で は＝只 有 N」、「 N を お い

て＝除 了 N」 と い う 表面的な 理 解 に留ま ら な い よ う に 、 こ う

し た 日 中 両 言 語 の 大 き な 違 い も適宜 提 示 す る 必 要 が あ る と 考

え ら れ る 。  

今後 の課題 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

一 つ 目 に 、 本 稿 は 友 松 他 （ 2 0 1 0） に基づき 、「 N な ら で は 」

と 「 N を お い て 」 を 「 限 定 」 を 表 す と 論じて き た が 、「排除」

に関す る 議 論 は 不十分 で あ っ た 。今後 、「 限 定 」と「排除」の

概 念的違 い は ど の よ う な も の な の か 、 さ ら に 分析を深め た い

と 考 え て い る 。  

二 つ 目 に 、 本 稿 で は 「 N な ら で は V な い N」 と 「 N を お い

て ほ か に （ い ） な い 」 と い う 両 文 型 の 類 似 点 を 提 示 し た が 、

「 N な ら で は V な い N」を 現 代 語 の 用 法 と し て見な す べ き か 、

さ ら に多く の 用 例 の収集が 必 要 で あ る 。  

三 つ 目 に 、「 こ れ は だ れ が描い た 絵 か 。」 が 「 こ れ は だ れ の

絵 か 。」（于 2 0 1 4： 1 6 4） に 言 い 換 え ら れ る の と 同じよ う に 、

「 こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は 表 せ な い 無 邪 気 さ が あ る 。」 が

「 こ の 絵 に は 子 ど も な ら で は の 無 邪 気 さ が あ る 。」に 言 い 換 え

ら れ る の で あ れ ば 、「 の 」の 中 に「 表 せ な い 」が内包さ れ る と

い う「内包説 」（内間 1 9 9 6）に基づく 分析は で き な い か と い う

指摘で あ る 。 こ れ に関し て は 、今後 の課題 と す る 。  
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